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Twitterユーザの投稿場所を考慮した職業属性の推定
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概要 本研究では，Twitterユーザの職業属性を推定するために，ツイートの投稿場所を考慮した手法を提案す
る．まず，ユーザの投稿場所を推定するために，ジオタグ付きツイートを利用し，ジオタグ情報をクラスタリン
グすることでユーザが普段よくツイートを投稿する場所を求める．次に，クラスタに含まれるジオタグの中心を
求め，場所情報 API を利用し，学校，駅などの場所のカテゴリを付与し，場所別の投稿割合を素性とする．評
価実験では，社会人，学生，主婦の職業属性について，各 100人ずつのユーザを収集し，投稿内容や投稿時間帯
に着目した手法と提案手法とを比較した．実験の結果，投稿場所を手がかりとすることで，各属性の F値が平均
4.2% 向上し，特に主婦の属性については，有意な向上が見られた．
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1 はじめに
Twitterの普及に伴い，投稿された内容から商品に対

する意見を抽出しマーケティングに活用することが期待

されている．Twitterを利用した意見抽出は，従来のア

ンケート調査に比べ，低コストでリアルタイムな集計が

可能である．特に，職業属性をプロフィール文に記載す

るユーザは全体の 13.62% とわずかである [1]．これら

のことから，Twitterでは，従来のアンケート調査のよ

うな属性ごとの意見抽出が困難であると考えられる．

この課題を解決するために，Twitterユーザの属性を

推定する研究が行われている [2][3]．本研究では，ユー

ザの投稿場所を考慮した属性推定を行う．ユーザは属性

により投稿場所に違いがあると考えられる．たとえば，

主婦ユーザは平日の昼間に自宅での投稿があるが，社

会人ユーザの場合は少ない．本研究では，ツイートに付

与されたジオタグ情報を利用することで，投稿場所を求

め，属性推定を行う．また，各属性に現れる特徴的な単

語に着目した手法と投稿時間帯の差に着目した手法とを

組み合わせたベースラインと，提案手法との比較実験を

行い，提案手法の有効性を示す．

2 提案手法
ユーザが普段よくツイートを投稿する場所での時間帯

ごとの投稿割合を素性とし，職業属性の推定を行う．普

段よくツイートを投稿する場所を求めるために，ツイー

トに付与されたジオタグを利用し場所推定を行うことで

場所別の投稿割合を求め，素性とする．まず，ツイート

に付与されたジオタグをクラスタリングする．クラスタ

リングには分類精度が良いとされるWard法を用いた．

次に，クラスタに含まれるツイート数がN以上 (N=10)

のクラスタを普段よく訪れる場所として採用する．得ら
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れたクラスタのうち，含まれるツイート数が最大のクラ

スタを自宅とする．

また，他のクラスタには Yahoo! JAPAN Web API

が提供する場所情報 API[4]を用いて，学校，駅などの

カテゴリを付与する．場所情報APIは，緯度，経度を入

力とし，付近にある施設名や観光地名，駅名を返すAPI

である．レスポンスフィールドには，複数の施設が含ま

れており，施設の種別ごとに設定された重要度と影響範

囲によりスコアが計算され，スコアの高い順に出力され

る．本研究では，クラスタに含まれるジオタグの中心を

場所情報 APIの入力とし，レスポンスされた施設のう

ち，もっともスコアの高い施設のカテゴリを投稿場所と

する．スコアには閾値を設定 1し，閾値以上のスコアの

施設のうち，最もスコアの高い施設を投稿場所として採

用する．このようにして，採用された投稿場所の時間帯

ごとの投稿割合を算出し，素性とする．

3 評価実験

3.1 推定する属性の選択
推定する属性を選択するために，任意に抽出したアカ

ウント群からランダムにピックアップした 600 ユーザ

の職業を人手でラベリングした．プロフィール文だけで

は職業の推定が難しいユーザは，過去のツイートをさか

のぼり確認することでラベリングを行った．なお，リツ

イートしか行わない，特定の話題しか投稿しないユーザ

に関しては職業属性を不明とし，数の少ない無職のユー

ザ，フリーターとともにその他とした．

表 1に分析結果を示す．分析結果から，本研究では職

業属性として学生，社会人，主婦の 3 つの属性を推定

する．また，企業・団体アカウントや botアカウントに

関しては今後ツイート頻度などに着目し推定する予定で

13章の実験における場所情報 APIのスコアに対する閾値は 70と
した．
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ある．

表 1 抽出したアカウント群の職業属性の割合

属性 割合 (%)

学生 50.17
社会人 29.00
企業・団体 10.83
主婦 3.16
bot 1.67
その他 5.17

3.2 投稿場所を考慮した属性推定
3.2.1 実験目的

提案手法の有効性を評価するために，評価実験を行っ

た．実験データは，人手で収集した，ジオタグ付きツ

イートを 200件以上投稿している学生，社会人，主婦の

各 100ユーザである．また，場所推定の際に付与するカ

テゴリは，自宅，学校，駅の 3カテゴリとした．ユーザ

が普段よく訪れる場所の中心地を場所情報 APIに入力

し，レスポンスフィールドのカテゴリ名に「学校」「大

学」「高校」「中学」「小学」が含まれる場合に学校とし

た．また，「駅」が含まれる場合にその場所を駅とした．

3.2.2 実験方法

分類器には，LIBSVM[5]を利用した．特徴的な単語

を素性としたベクトルと時間帯別の投稿割合を素性と

したベクトルを作成し，2つを結合したベクトルをベー

スラインとした．ベースラインと，ベースラインに場所

別の投稿割合ベクトルを加えたベクトルとを比較するこ

とにより提案手法の有効性を示す．特徴的な単語を素性

としたベクトルは，各属性のツイートに現れた名詞につ

いて，属性と名詞間の相互情報量を計算し，上位M語

(M=2000)の登場回数を素性とした．また，時間帯別の

投稿割合を素性としたベクトルは，1時間ごとの投稿数

の割合を素性とした．なお，評価方法は，10分割交差

検定を，評価尺度は，全体の分類精度を得るために正解

率 (accuracy)を，各属性の分類性能を評価するために

F値を採用した．

3.2.3 実験結果

表 2に実験結果を示す．3つの職業属性について提案

手法で精度向上ができた．また，正解率においてもベー

スラインの 0.634に対し，提案手法では 0.689となり向

上が見られた．この値は，有意水準 5% における t検定

で有意差が認められた．属性別にみると，主婦ユーザは

0.750のF値を得ることができ，有意水準 5%における t

検定で有意差が認められた．このことから，主婦ユーザ

は投稿場所に特徴があることが分かる．主婦の場合は，

平日の昼間の自宅での投稿が学生や社会人に比べて特徴

的であるため，高い F値が得られたと考えられる．一方

で，学生の F値がベースライン，提案手法のどちらも

低い．これは，学生と若い社会人において使用する単語

にあまり差が生じないためだと考えられる．実際に，今

回訓練データとして与えた社会人ユーザには，学生より

年下の 10代の社会人がある程度含まれている．そのた

め，それぞれのベクトルに対し適切な重み付けをするこ

とでより高い精度をあげることができると考えられる．

また，属性の推定を誤ったユーザを分析すると，投稿

場所の推定が誤っている例があった．採用されたクラス

タに含まれるジオタグの中心の近くに，登録された施

設が存在しない場合に場所の推定が誤っていることがわ

かった．たとえば，社会人や主婦の投稿場所のうち，学

校内での投稿ではないが，近くに学校が存在している場

合は，場所を「学校」と誤って推定してしまい，属性が

学生と誤分類されてしまう場合があった．そのため，場

所情報 APIのスコアに対する閾値の調整が必要である

ことがわかった．

表 2 提案手法とベースラインの推定精度 (F値)

提案手法 ベースライン
学生 0.566 0.550
社会人 0.703 0.659
主婦 0.750∗ 0.684

平均 0.673 0.631
∗ t-検定で有意差あり (有意水準 5%)

4 まとめ
本研究では，Twitterを対象とし，ユーザの職業属性

について推定を行った．具体的には，投稿場所ごとの投

稿割合を考慮し，有効性を示した．今後は，投稿した曜

日を考慮し，平日に投稿する場所と休日に投稿する場所

を得ることで，推定精度の向上を目指す．また，botア

カウントや企業，団体アカウントが含まれたアカウント

群を対象にした実験を予定している．
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